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本報告は、1853年に出現したクリンカーヒューズ彗星、1858年に出現したドナティ彗星を事例に、陰陽道・天文道を
もって朝廷に仕えた土御門晴雄の観測記録を分析し、同家の彗星観測技術とそれを支えたネットワークについて述べる
ものである。

1850年代の彗星観測記録は、土御門家のほかにも江戸幕府天文方や、大坂の商人天文家間家にも残されている。3者の
観測記録は、いずれも西洋の天文学に基づくもので、高度・方位が数値で記録されていた。本研究では、これらの観測
記録から得られる数値と西洋の観測記録から得られる数値をもとに観測精度の比較を試みた。具体的には、彗星の日々
の赤経・赤緯値を計算し、観測精度を比較した。その結果、3者の観測値は、西洋のそれと比較するとその精度は一段落
ちるといえるが、3者間の比較においては、土御門家の観測値がもっとも西洋の観測値に近い結果となった。しかしなが
ら、3者が観測に用いた機器やその技術には大きな差違があるとは言えなかった。そこで、本研究では、3者がともにほ
ぼ同程度の観測技術を持っていたことに注目し、土御門家の観測技術を支えていた人々を史料から特定した。土御門家
において実際に観測を行っていた人物は、伊藤信興・松浦浩静であり、両者はともに和算家で天文家として知られる戸
田通元の弟子であった。土御門家の天文勘文作成に協力した人物には鈴木百年（世寿）・福田理軒がいたが、とくに福
田は土御門家の「直門」であると同時に間家の門人でもあった。このことから門人同士のつながりが、土御門家に新た
な技術を伝えていたことが明らかになり、観測技術の共有化を可能にしていたことが判明した。
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